
㈱信州富士見高原ファーム

令和２年度 鳥獣対策優良活動表彰

農村振興局長賞
（捕獲鳥獣利活用部門（団体））

◆ ◆ 経営理念 ◆ ◆
野生鳥獣の命を通し

自然環境との共存共栄を目指す



活動地域【長野県 諏訪郡富士見町】の概要

● 本州の中央部、長野県南東部の八ヶ岳山麓の
すそ野に位置し、冬は三寒四温が繰り返される
内陸気候で、年間を通じて冷涼な日々が多く、
夏は特に高原特有の涼風が吹く。
近年の気象状況は、年間平均気温が10℃前後

で、年間平均降水量は1,210mm前後である。

● 富士見町の農業は、耕地面積は1,600ha、推
計農業産出額は25億２千万円であり、高原特有
の立地条件を活かして、水稲、花卉、野菜、酪
農を主体とする農業生産活動を展開。

－１－

信州富士見高原ファーム（解体施設）



被害の概要

－２－

● 富士見町では、これまで限られた地域に生息していたニホンザル、ニホンジカ、イノ
シシの出没が広範囲にわたり、農作物の被害が町全域に拡大

● ニホンジカについては、平成20年度ピーク時の農作物被害額4,128千円に比べて令
和元年度では869千円と激減

平成29年度 平成30年度 令和元年度

ニホンジカ 695千円 702千円 869千円
ニホンザル 1,474千円 1,521千円 2,232千円

イノシシ － 10千円 －

その他小計 198千円 １千円 １千円

地域全体の合計被害金額 2,367千円 2,234千円 3,102千円

（直近３カ年での農作物被害額）



活動の動機、設立経過
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平成25年 8月 猟友会有志で会社を設立
平成26年10月 食肉施設を建設
平成26年11月 食肉処理施設の運営を開始
【令和2年現在】
株式会社へ法人化
従事者数３名（常勤２名、非常勤１名）
捕獲者数42名体制で施設運営

■ 活動の動機

これまで

捕獲個体の土中埋設
他獣による掘り起こし

懸 念

自然環境の悪化
他獣の増加

目 的

貴重な地域資源
として有効活用

■ 設立経過

農作物被害の軽減、捕獲個体の有効活用による自然環境等の保全が促進



活動の内容

－４－

■ 「信州産シカ肉処理施設認証」を取得

● ニホンジカを「安全・安心でおいしい富
士見町産ジビエ」として商品化するため、
平成27年に長野県「信州産シカ肉処理施設
認証」を取得

●「信州ジビエ衛生管理ガイドライン・衛
生マニュアル」に基づき、徹底した品質・
衛生管理を実施するとともに、施設への迅
速な個体搬入や素早い解体により、高品質
な精肉生産を実現



活動の内容
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■ トレーサビリティ体制の整備

長野県と連携し、出荷精肉に個体の捕獲や処理情報を追跡できるQRコードを貼り付け、
トレーサビリティの体制を整備し、長野県や卸売業者等が構築したシカ肉製品の新たな
流通の仕組みを活用

ＱＲコードから
個体認証番号の
データ確認が可能

（捕獲年月日・場所・方法、
処理施設・処理年月日、
獣種・体重・性別など）



活動の内容

－６－

■ イオングループに冷凍生肉や加工品を供給

イオングループ（県内12店舗）に冷凍生肉や加工品を供給し「信州ジビエ」のブランド
化を推進するとともに、一般消費者へのジビエ普及に貢献

中野店 南松本店



活動の内容

－７－

■ 国産ジビエ認証を取得

平成31年には、国産ジビエ認証を取得するとともに、日本ジビエ振興協会の認定講師と
して、新たに国産認証取得を目指す全国の施設に対して、解体実演講習や講演を行い国産
認証制度の普及に尽力

解体実演講習



活動の内容

－８－

■ ウデ・スネセンター構想

全国の国産ジビエ認証施設と
連携し、販売が難しいウデや
スネなどの低利用部位を当社
に集め、大ロットにすること
で安定した供給を確保した上
で、「国産認証ジビエ」とし
て大手外食販売店に供給し、
国産ジビエの消費拡大及び残
渣の低減に努めている。



活動の内容

－９－

■ 課外授業

調理専門学校と協力して生徒に対し、シ
カ肉として食材になるまでの一連の過程の
課外授業を実施している。

ロースやモモなど普段は部位でしか見る
ことのない生徒が、食材になる過程を体験
することで、骨格などの部位の学習やウデ、
スネなどの低利用部位も含めシカ肉を食材
として意識付ける機会となっている。



活動の内容
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■ ジビエカーの普及

日本ジビエ振興協会、長野トヨタ自動車
(株)が共同開発したジビエカー（移動式解
体処理車、2015年に計画がスタートし、
2016年7月末に完成。）について同年8月か
ら実運用に向けた実証調査に実演者として
協力した。
実証調査は、長野県、宮崎県、福岡県、

鳥取県、愛知県、大分県で実施され、現在、
全国に４台が導入されている。



活動の成果
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■ 施設建設後の被害額は半減

有害捕獲によりニホンジカによる農作物被害額は、施設建設前の平成25年度1,687千円
に比べて近年では半減しており、年間処理頭数も年々増加し有効活用が図られている。

平成29年度 平成30年度 令和元年度

ニホンジカ被害額 695千円 702千円 869千円

有害捕獲頭数 633頭 393頭 710頭

年間処理頭数 259頭 323頭 477頭

利用率 41％ 82％ 67％



今後の活動方向

－１２－

● 販路拡大によるジビエの普及
● 消費者の国産認証制度の認知度向上を図り、認証取得施設を増加
● 各地域の認証施設や外食産業団体等との連携を強化

→ウデ・スネセンター構想の安定供給体制の確立と生産量増大に尽力

経営理念
「野生鳥獣の命を通し、自然環境との共存共栄を目指す。」

廃棄処分している残渣「ゼロ」
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